
        
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

三
川
町
６
月
定
例
町
議
会
が
６
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
開
か
れ
ᵧ
総
額
１
億
２
千
１
５
５
万
円

の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ᵧ
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
ᵨ
こ
れ
で
平
成
２
７
年
度
の
予
算
総

額
は
ᵧ
４
２
億
４
５
５
万
円
に
な
り
ま
し
た
ᵨ  

補
正
の
主
な
も
の
は
ᵧ
歳
入
と
し
て
ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
金
１
億
２
千
万
円
ᵧ
歳
出
は
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
推
進
事
業
７
千
８
１
万
円
ᵧ
ふ
る

さ
と
基
金
積
立
金
４
千
万
円
ᵧ
公
共
施
設
管
理
台
帳
整
備
業
務
委
託
４
３
２
万
円
な
ど
で
す
ᵨ  

条
例
制
定
等
で
は
５
件
可
決
と
な
り
ま
し
た
が
ᵧ
三
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
は
２
年
連
続
課
税
限
度
額
４
万
円
引
き
上
げ
で
ᵧ
８
１
万
円
と
な
り
町
民
負
担
で
あ
り
田
中
議
員
は
反
対
し

ま
し
た
が(

８
対
１)

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
ᵨ  

  

請
願
審
査
で
は
ᵧ｢

平
和
安
全
法
制｣

法
案
の
徹
底
審
議
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願(

み
か
わ
９
条
の
会
提
出)

は
ᵧ

総
務
常
任
委
員
会
の
審
査
で
賛
成
１
ᵧ
反
対
４
で
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
ᵨ(

細
部
別
項)  

  

六
月
議
会
で
の
ᵧ
田
中
あ
き
ら
議
員
の
一
般
質
問(
要
旨)  

                	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

 
         

◆
高
校
ま
で
医
療
費
の
無
料
化

を  ・
田
中  

町
長
の
公
約
で
あ
る

ᵭ
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環

境
を
推
進
し
て
い
く
ᵮ
う
え
で
高

校
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
す
べ

き
で
は
ᵨ  

・
町
長  

総
合
的
な
子
育
て
支
援

策
の
あ
り
方
や
財
政
負
担
な
ど
十

分
考
慮
し
慎
重
に
検
討
し
て
い

く
ᵨ  

・
田
中  

県
内
で
は
遊
佐
町
が
今

年
度
１
８
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
が
実
現
し
て
い
る
ᵨ
高
校
生
３

８
５
人
分
ᵧ
６
０
０
万
が
予
算
化

さ
れ
て
い
る
ᵨ
本
町
で
実
施
す
れ

ば
ど
の
位
の
費
用
か
ᵨ  

・
町
民
課
長  

本
町
の
今
年
度
ᵧ

１
６
歳
・
１
７
歳
・
１
８
歳
に
達

す
る
人
数
は
お
よ
そ
２
０
０
人
ᵨ

昨
年
度
の
中
学
生
医
療
実
績
か
ら

推
計
す
る
と
３
０
０
万
ᶨ
３
５
０

万
前
後
の
費
用
が
必
要
か
と
思
わ

れ
る
ᵨ  

◆
就
学
援
助
費
の
拡
大
を  

・
田
中  

就
学
援
助
の
実
態
と
改

善
は
ᵨ  

・
教
育
長  

経
済
的
に
困
窮
す
る

家
庭
に
支
給
さ
れ
る
就
学
援
助
費  

	 
 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

 

は
ᵧ
本
年
度
ᵧ
児
童
１
２
名
ᵧ
生

徒
１
１
名
が
対
象
ᵨ
ま
た
ᵧ
障
害

の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
特
別

支
援
教
育
就
学
奨
励
費
は
児
童
４

名
ᵧ
生
徒
６
名
支
給
対
象
ᵨ
国
の

基
準
に
則
り
対
応
し
て
い
く
ᵨ  

・
田
中  

２
０
１
０
年
４
月
よ
り

就
学
援
助
費
と
し
て
準
要
保
護
児

童
生
徒
に
対
し
ᵧ
新
た
に
ク
ラ
ブ

活
動
費
・
Ｐ
丁
Ａ
会
費
・
生
徒
会

費
が
対
象
と
な
り
ᵧ
庄
内
町
で
は

す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
ᵨ
本
町

で
の
実
施
は
ᵨ  

・
教
育
次
長  

庄
内
で
は
庄
内
町

の
み
の
実
施
で
あ
る
が
ᵧ
本
町
の

準
要
保
護
の
基
準
は
庄
内
町
よ
り

ゆ
る
や
か
で
あ
り
ᵧ
新
た
な
追
加

で
な
く
全
体
的
な
準
要
保
護
の
基

準
の
考
え
で
進
め
て
い
く
ᵨ  

  
  
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

 

◆
職
員
の
非
正
規
か
ら
正
職
員

へ  ・
田
中  

町
の
臨
時
職
員
等
ᵧ
非
正

規
労
働
者
の
実
態
と
改
善
は
ᵨ  

・
町
長  

本
町
で
現
在
５
４
名
の
臨

時
・
委
嘱
職
員
を
雇
用
し
て
い
る
ᵨ

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
ᵧ
一
般
行

政
部
門
の
職
員
数
を
確
保
し
ᵧ
全
体

の
職
員
数
は
抑
制
す
る
中
で
ᵧ
専
門

性
を
必
要
と
す
る
業
務
ᵧ
一
時
的
に

業
務
増
大
の
時
雇
用
し
て
い
る
ᵨ
臨

時
職
員
の
処
遇
改
善
に
努
め
る
が

正
職
員
化
は
考
え
て
い
な
い
ᵨ
町
内

で
働
く
非
正
規
労
働
者
の
実
態
は

３
月
末
の
有
効
求
人
倍
率
の
６
割

が
非
正
規
雇
用
で
あ
る
ᵨ
ᵭ
庄
内
地

域
雇
用
対
策
連
絡
会
議
ᵮ
の
一
員
と

し
て
非
正
規
労
働
者
の
抱
え
る
不

安
定
雇
用
ᵧ
低
所
得
者
の
常
態
化
ᵧ

失
業
対
策
ᵧ
処
遇
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
く
ᵨ  

・
田
中  

若
者
や
女
性
の
二
人
に
一

人
が
非
正
規
労
働
者
で
あ
り
ᵧ
三
川

町
で
生
ま
れ
育
ᵻ
た
若
者
が
Ｉ
タ

ᶌ
ン
ᵧ
Ｕ
タ
ᶌ
ン
等
で
故
郷
で
雇
用

さ
れ
て
い
る
ᵨ
本
町
の
保
育
園
・
幼

稚
園
現
場
で
は
お
よ
そ
半
数
が
臨

時
で
働
い
て
い
る
が
ᵧ
非
正
規
で

は
ᵧ
こ
れ
か
ら
先
い
つ
ま
で
も
勤
め  

ら
れ
な
い
ᵧ
親
元
か
ら
離
れ
ず
独

り
立
ち
で
き
な
い
ᵧ
結
婚
に
も
ブ

レ
ᶌ
キ
が
か
か
る
な
ど
の
声
が
あ

る
ᵨ
少
子
化
対
策
の
た
め
に
も
町

と
し
て
積
極
的
に
正
職
員
に
雇
用

す
る
制
度
を
つ
く
る
べ
き
で
は
ᵨ  

・
総
務
課
長  

行
財
政
改
革
は
町

の
使
命
で
あ
り
ᵧ
全
体
の
職
員
数

抑
制
に
臨
時
職
員
等
を
位
置
づ
け

て
い
る
ᵨ
保
育
園
・
幼
稚
園
の
配

置
は
ᵧ
ᵧ
副
園
長
は
正
職
員
ᵧ
一
教

室
に
一
人
の
正
職
員
を
配
置
し
て

い
る
ᵨ
そ
の
他
必
要
な
職
員
は
臨

時
職
員
を
あ
て
て
い
る
ᵨ
行
財
政

改
革
を
進
め
て
い
く
た
め
正
職
員

化
は
困
難
で
あ
る
ᵨ  


